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動物愛護ボランティア登録制度のあり方について  

 

１  登録制度の概要  

令和７年度から、下記５種類の動物愛護ボランティア登録制度を新たに設けた。  

(1) 一時預かりボランティア  

動物愛護センター及び同支所  (以下「センター等」と言う。) で収容している犬猫

のうち、授乳、馴致又は疾病の治療が必要な犬猫を一時的に預かり、譲渡可能な状態

になるまで飼育する。  

(2) 地域猫活動支援ボランティア  

センター等が支援する地域猫活動において、猫の捕獲、搬送、管理、活動の広報等

に係る助言や協力を行う。  

(3) 適正飼養普及啓発ボランティア  

県が実施する動物愛護週間事業、災害対策啓発事業、適正飼養普及啓発事業  (飼い

犬のしつけ方教室、小学校への獣医師派遣事業等) への協力を行う。  

(4) 第三者譲渡ボランティア  

犬猫の新たな飼い主探しを非営利の活動とし、第三者に譲渡する目的でセンター等

から犬猫を譲り受ける。  

(5) 終生飼養ボランティア  

自ら終生飼養する目的でセンター等から譲渡不適合となった犬猫を譲り受ける。  

 

２  登録状況  

センター等の窓口や HP、動物愛護週間事業等において登録制度の周知を図っている。 

登録者数  (個人・団体) は以下のとおり  (令和８年３月 31 日現在)。  

  一時預かり  地域猫活

動支援  

適正飼養  

普及啓発  

第三者

譲渡  

終生飼養  計  

登録者数  
個人  ３  ２  ―  ７  ０  12 

団体  １  ２  ５  ６  ０  14 

 

３  登録制度の今後のあり方について  

登録者数を増やすために、県政広報（テレビ、ラジオ、新聞等）を活用し、さらなる

周知を図っていきたい。また、譲渡やしつけ方教室等をきっかけにボランティア活動に

興味を持つ場合も想定されることから、各種事業においても積極的に周知を図っていき

たい。  

また、既登録者のモチベーションや資質向上を図るため、講習会を実施する他、近隣

自治体や民間団体主催の各種セミナーについて、既登録者へ積極的に周知を行っていき

たい。  

委員の皆様から、登録の推進に向けて、ボランティアの活動内容や活動支援について

御意見があれば、御発言をお願いします。  


